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１ 事業の概要 

協会事業名 
□研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  □国際文化アカデミー  □NERC） 

■地方４団体研修及び調査・研究事業 

自治体(団体) 

事業名 
長崎県市長会市長行政研修 （事前視察） 

所管局部課 

自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

長崎県市長会  末長 賢一 ０９５－８１１－４９

５５ 

事業期間 開始年 平成２４年７月１２日 （７年目） 

事業実施手法 ■全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）平成３０年５月１６日 （完了日）平成３０年５月１８日 

委託した場合の 

委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

研修及び調査・

研究の目的 

※実施前に予想

していた目標・

目的を記載くだ

さい。 

対象（誰を・何を） 目標・目的 

１３市 行政運営の効率化及び地域の活性化を図る。 

 

 

 

研修及び調査・

研究の具体的 

内容 

※事業をまった

く知らない人で

も、事業の実施

内容や実施方法

の概要が分かる

ように記載して

ください。 

・長崎県市長会 市長行政研修に係る事前視察 

日 時：平成３０年５月１６日 (水)から１８日(金)まで 

場 所：兵庫県豊岡市及び朝来市 

参加者：市長会事務局 

 

研修当日の行程及び視察場所等について、別紙スケジュールのとおり、豊岡市及び朝来市の職

員と協議・確認を行った。 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

平成２４年４月に開催された市長会議において、フリーゲージトレインの視察を行うことを決

定し、香川県を訪問したことが本事業創設のきっかけとなった。 

(経緯・現状) 

【ＤＭＯを中心とした観光地域づくり】 

近年、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の

視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、ＤＭＯを中心としたまちづくりに取り組む地方
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が増えている。 

これからは、国内観光客だけをターゲットにするのではなく、外国人や観光目的以外の来訪者

にも目を向けることが重要であることから、先進的な取り組みを行っている豊岡市の事例を学

ぶ。 

【シティプロモーションによる元気なまちづくり】 

朝来市においては、まちの魅力を発掘・創出し、県内外へ効果的に発信することで、多くの人

が訪れたい、住みたい、住み続けたいと思うまちづくりを進め、住民の幸せや地域の持続的発展

を実現するため、シティプロモーションによる元気なまちづくりに取り組む地方が増えている。 

このため、シティプロモーション及び人財育成について先進的な取り組みを行っている朝来市

の事例を学ぶ。 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円） 133,860 2,462,270 146,880円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他 100,533 701,028 43,200円 

市町振興共同事業助成金 33,327 1,761,242 103,680円 

一般財源    

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 
前々 

年度 
前年度 

当該 

年度 

① 

参加市長 

（7月開催市長行政視察） 

県内の市長が共通のテーマ

で視察研修に参加すること

で共通の認識を持つことが

出来る。 

市 
目標 13 13 13 

実績 11 0 12 

目標達成率（％） 85 0 92 

② 

総合計画等への反映 

（7月開催市長行政視察） 

各市の総合計画や各種施策

等に反映させることで、よ

りスピード感を持って施策

を推進することができる。 

市 
目標 13 13 13 

実績 11 0 12 

目標達成率（％） 85 0 92 

 

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

 市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認識を持つことがで

きるとともに情報を共有することができる。また、視察後においても様々な情報交換（県内だけでなく視察し

た市とも）ができるので、より効果的に各市の施策等に反映することができる。 
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４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

■目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認識を持つことがで

きるとともに情報を共有することができ、今後の市政運営につなげることができた。 

実
現
性
の
点
検 

（１）事業への反映 （具体的内容） 

■成果は事業（実務）に反映できる 

□成果は事業（実務）に反映できない 

 県内の市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行う

ことで、共通の認識を持つことができるとともに、今回訪問した

自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の事業へ反映でき

る。 

（２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

■住民へ利益を還元できる 

□住民へ利益を将来的に還元できる 

□住民へ利益を還元できない 

今回訪問した自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の

事業へ反映でき、新規施策や事業の質等の向上により、住民へ住

民へ還元できる。 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
■現状維持 

 実施予定時期     

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
■現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
■現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

 

市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認

識を持つことができるとともに情報を共有することができ、今後の市政運営につなげること

ができ、また、訪問し研修を受けた自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の事業へ

反映できるため、本行政研修は継続していかなくてはならない。 

 

 

 


